
 

在来線ATS版 

運転曲線図・時隔曲線図を簡単にすばやく作成 

車両・引張力データ 信号設備データ 線路設備データ 

 

走行条件 

運転曲線図 時隔曲線図 

輸送計画作成・運転設備検討業務の支援ツールとして活用できます。 

● 様々な走行条件を反映した運転時分の算出 

● 列車の運転間隔を示す運転時隔の算出 

＜輸送計画作成業務の支援＞ 

● 路線建設や改良時における運転時分の算出 

● 運転保安設備検討時における運転時隔の算出 

＜運転設備検討業務の支援＞ 
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運転曲線図作成 
列車ダイヤを作成する上で必要不可欠な駅間走行時分を求めるために、運転曲線図を

作成します。線区・車両を選択し、停車駅や番線指定などの走行条件を指定すること

で、線路上にある各種の速度制限や制約事項を守りつつ、列車の性能を十分に発揮し

た運転曲線図を速やかに得ることができます。  

運転指定機能（順方向、逆方向） 

 走行条件の指定 

走行条件（車種、走行区間、通停、番線など）を指定するだけで簡単

に運転曲線図を作成します。 

運転曲線画面上で運転方法を指定することで、SPEEDYで自動作成された運転曲線図だけで

なく、様々な運転方法を適用した運転曲線図を作成できます。 

曲線 

速度曲線 

時間曲線 

こう配 

駅 

駅間運転時分 

踏切 

速度制限 

車種 
走行区間 通過/停車 番線 信号現示 

駅間最高速度 

 

曲線通過条件等 

 

乗車率 

運転方法を惰行と指定 

運転曲線 



引張力曲線 加速力曲線 惰行曲線 速度距離曲線 

連続する2列車の運転曲線図と信号条件から時隔曲線図を作成します。 

信号現示の設定は現示の遷移がわかりやすい画面上で設定ができます。 

本線の信号配列 副本線の信号配列 

対象とする列車の運転曲線作成条件を設定することで、各種時隔曲線図を作成します。 

（追込・開通時隔および交差支障時隔の計算では、異なる2列車分の運転曲線作成条件や進路を構

成するための条件などを設定する必要があります。） 

続行時隔曲線 追込・開通時隔曲線 交差支障時隔曲線 

 

時隔曲線図作成 
駅間走行時分とともに列車ダイヤを作成する上で重要な運転時隔を求めるために、時

隔曲線図を作成します。連続する2列車の条件を設定することで、運転曲線図および信

号設備データに基づき、続行時隔、追込・開通時隔、交差支障時隔の各種時隔曲線を

速やかに得ることができます。 
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性能曲線は、列車の運転性能を検討する上で基本となる図です。 

SPEEDYでは、各種性能曲線を作成することができます。 性能曲線作成 



線路データ入力画面

OS 

Microsoft Windows 8.1  
Microsoft Windows 10  

Microsoft Windows 11  
32bit版・64bit版の両方に対応しています。 

HDD １GB以上の空きが必要 

その他 Microsoft Excel 2007以上がインストールさ

れていること 

OS Microsoft Windows 10 日本語版 

Microsoft Windows 11 日本語版 

HDD 10GB以上の空き容量 
メモリ ４GB以上 
画面 1920×1080ピクセル以上 

その他 Microsoft Excel 2019以上がインストールさ

れていること 

動作環境 推奨環境 

開発 販売・お問合せ先 

信号技術研究部 運転システム研究室 

[国立研究所] 

 〒185-8540 東京都国分寺市光町２－８－３８ 

 

本パンフレットに記載の内容は予告なく変更する場合がございます。 
画面はイメージです。使用環境等により実際とは異なる場合がございます。 

データ入力画面 

動作環境 

車両データ入力画面 引張力データ入力画面 

[連絡先] 

 〒185-8540 東京都国分寺市光町２－８－３８ 

        鉄道総合技術研究所国立研究所内      

 E-Mail : speedy@jrsi.co.jp （SPEEDY担当） 

ジェイアール総研情報システム 株式 
会社 


